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第１学年国語科学習指導案
児 童 １年２組 男子 名 女子 名 計 名12 13 25
指導者 菊井 涼子

１ 単元名 こえにだしてよもう

教材名 ｢くじらぐも｣（物語）

２ 児童と単元について

（１）児童について

本学級の児童は、これまで物語文の学習において､「はなのみち」では挿絵と文の両方から内

容を読み取っていく学習を 「おむすびころりん」と「大きなかぶ」では昔話や民話を楽しく読、

みながら場面の様子の想像を広げる学習を行ってきた。読みの方法としては、場面ごとに様子や

登場人物の気持ちの移り変わりを想像したり、言葉のまとまりやリズム、強弱などに気を付けな

がら工夫して音読することを経験している。また､｢はなのみち｣や｢大きなかぶ｣では動作化を学

習し､「おむすびころりん」では、登場人物の気持ちをふき出しに書く学習を行ってきた。

音読発表会や日々の家庭学習での音読の取り組みを繰り返すうちに、大きな声で自信をもって

読める児童が多くなってきたが、まだ拾い読みや分かち読みの段階のため、想像したことを叙述

や挿絵と結びつけて理由を明確にすることが困難な児童がいる。ふき出しに登場人物の気持ちを

書く活動はどの児童も意欲的に行っているが、文章を書く際に助詞や拗音、促音などを正しく表

記できなかったり、せっかく書いた自分の文章を正しく読むことができなかったりする児童が多

い。また、自分の考えに自信をもって発言できなかったり、指名読みの音読で大きな声を出せな

かったりする児童もいる。

（２）単元と教材について

本単元「こえにだしてよもう」は、登場人物の様子などを想像したり、声に出して読んだりし

て、物語を楽しむことをねらいとしている。

本教材「くじらぐも」は、体育の授業という身近な現実の中から、幻想の世界に入り、想像の

中で十分に遊んだ後に、また現実の世界に戻る物語である。自分たちと同じ１年生の話であるこ

とから、親近感をもち、みんながあこがれるであろう｢雲に乗ってみたい｣｢空の上から下の景色

、 。を眺めてみたい｣などの思いを 作中の人物と一体になって読むことのできるおもしろさがある

構成は、５つの場面からなっている。冒頭の２文で場面が明白に設定され、雲のくじらをた

たみかけるように登場させ、これから起こることへの興味をわきたたせてくれる。そして、くじ

らと子どもたちとの呼応が始まり、心が通じ合い、子どもたちが雲の上にとび乗ることによって

場面は大空へと変わる。大空を泳ぎ回り、やがてお昼の時間となり、楽しさを残しながら夢のよ

うな出来事が終わり、場面は再び地上へと戻る。

児童にとって、文字と挿絵から想像を楽しみ、登場人物に同化し、呼応する会話や繰り返しの

。 、表現のおもしろさなどを音声に表現したくなる教材である これらの文章表現の特長を生かして

場面に合った読み方を工夫することができる。



- 2 -

（３）付けたい力と読みの方法 【付けたい力】 ○読みの方法

【場面の様子について想像を広げ、叙述と結び付けて読む力】

○ 場面の様子や移り変わりに気を付けたり、登場人物に同化したりして読む。

・情景描写 ・登場人物の様子や会話 ・繰り返しの表現

場面の様子について想像を広げて読むためには、作品を読み、その世界にたっぷりと浸ること

が大切である。そこで、文を読みながら挿絵にも注目させ、そこから表情や雰囲気を読み取らせ

ていく。さらに動作化をすることにより 「子どもたち」になりきって作品の世界を味わわせる、

。 、 、 。ようにする また ふき出しを付けた学習シートを準備し 想像したことを書かせるようにする

その際、児童の想像があまりにも勝手な方向に流れていかないようにするために、叙述に適宜

立ち返らせ、考えの根拠となる情景描写や登場人物の行動・会話、繰り返しの表現を確認するよ

うにする。

【語や文としてのまとまりや内容について意識しながら声に出して読む力】

○ はっきりとした発音で意味内容が明瞭になるように声に出して読む。

・語のまとまり ・語と語のまとまりや句読点 ・声の大きさ ・言葉のリズムや速度

語や文としてのまとまりや内容について意識しながら声に出して読むためには、書かれている

ことを正しく読むことが大切である。また、意味内容が明瞭になるように句読点で区切ったり、

ひとまとまりの語や文を意識したりして、はっきりとした声で読むことも大切である。そこで、

なぞり読みや分かち読みなどから始めて、リレー読みや役割読みなどのさまざまな読み方を取り

入れ、言葉のリズムや速度に気を付けながら音読練習を繰り返し行うようにする。

３ 単元の目標と評価規準

単元の目標 評価規準

国語への ◎「くじらぐも」に関心をもち、楽 ・文や挿絵を基に、場面の様子や登場

関心・意欲・態度 しんで読もうとする。 人物の気持ちを想像したり、会話の部

。分を楽しんだりして読もうとしている

・自分の見た雲について、考えたり発

表したりしようとしている。

、 、読む能力 ◎「くじらぐも」の場面の様子を想 ・文や挿絵を基に 話の大体が分かり

像を広げながら、楽しんで読むこと 場面の様子、子どもたちやくじらぐも

ができる 〈読むことウ〉 の気持ちなどを想像を広げながら読ん。

○語や文としてのまとまりや内容、 でいる。

呼びかける声の大きさなどを考え ・語や文としてのまとまりや内容、声

て、声に出して読むことができる。 の大きさなどを考えながら、声に出し

〈読むことエ〉 て読んでいる。

書く能力 ○雲とお話したいことを書くことが ・自分が見つけた雲や会ってみたい雲

できる 〈書くことア〉 を想像して描いた絵に、手紙を書いて。

いる。

言語についての ○漢字や片仮名を正しく読んだり書 ・新出漢字や片仮名の読み書きを理解

知識・理解・技能 いたりすることができる。 している。

〈言語事項イ〉
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４ 単元の指導計画と評価規準 （ 時間）11
段 国語への 言語についての
時 学習活動 読 む 能 力

階 関心・意欲・態度 知識･理解･技能

、 、 、見 １ 今までに見た雲の様子 今までに見た雲の 作者 登場人物 主人公

通 から雲のイメージを強く 様子を自分の言葉で 時、出来事などについて、

す し 題名や挿絵などから 発表しようとした 題名や挿絵を手がかりにし、 、

話の大体をとらえる。 り、あらすじを発言 てとらえている。 (発言)

しようとしたりして

いる。(観察・発言)

２ 全文を通読し､印象に残 自分の心に残った 新出漢字や片

った場面について話し合 場面を発表しようと 仮名を正しく読

う｡新出漢字や片仮名の練 したり、友だちの心 み書きしてい

習をし､語句の意味を確認 に残った場面を聞こ る｡

（ ）する｡ うとしたりしてい 観察･スキル

。 （ ）る 発言・観察

３ 語や文のまとまりに気 進んで声に出して 語や文のまとまりに気を

を付けて、音読練習をす 読もうとしている。 付けて､声に出して読んで

（ ） （ ）る。 観察 いる｡ 発言・音読

４ まねをするくじらぐも 進んで課題につい まねをするくじらぐもを

を見た子どもたちの様子 て考えようとしてい 見た子どもたちの様子や気

や気持ちを想像して読む る。様子が分かるよ 持ちを想像している。様子。

深 うに、はっきりとし が分かるように、はっきり

め た声で読もうとして とした声で読んでいる 学。（

る いる 観察 習シート・発言）。 （ ）

５ くじらぐもにとび乗る くじらぐもにとび乗るこ

ことになるまでの子ども とになるまでの子どもたち

たちの様子や気持ちを想 の様子や気持ちを想像して

像して読む。 いる。会話文をはっきりと

した声で読んでいる。

（ ）学習シート・発言

６ くじらぐもにとび乗ろ くじらぐもにとび乗ろう

うとする子どもたちの様 とする子どもたちの様子や

子や気持ちを想像して読 気持ちを想像している｡語

む｡ のまとまりに気を付けた

り、会話文をはっきりとし

た声で読んだりしている｡

(学習シート・発言)

７ 空を旅する子どもたち 空を旅する子どもたちの

の様子や気持ちを想像し 様子や気持ちを想像してい

本 て読む｡ る｡会話文や繰り返しの表

時 現に気を付けたり、はっき

りとした声で読んだりして

。 （ ）いる 学習シート・発言

８ くじらぐもとお別れを くじらぐもとお別れをす

する子どもたちの様子や る子どもたちの様子や気持

気持ちを想像して読む。 ちを想像している。語のま
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とまりに気を付けたり、会

話文をはっきりとした声で

読んだりしている。

（ ）学習シート・発言

ま ９ 音読発表会をする。 内容について意識 内容について意識しなが

と しながらはっきりと らはっきりとした声で読ん

。 （ ）め した声で読もうとし でいる 音読

。 （ ）る ている 観察

広 自分の見つけた雲や会 今までに見た雲や 書く能力 助詞や句読点10
め ってみたい雲などを絵に これから会ってみた 今までに見た雲やこれか を文の中で正し11
る 描いたり、想像したりし い雲に対して、自分 ら会ってみたい雲に対し く使っている。

て手紙を書く。 が話したいことを考 て、自分が一番話したいこ （学習シート）

え、発表しようとし とを手紙などに書いてい

ている。 （観察） る。 （学習シート）

５ 本時の指導（７／ ）11
（１）本時の目標

くじらぐもに乗って空を旅する子どもたちの様子や気持ちを想像したり、はっきりした声で読ん

だりすることができる。

（２）本時の評価の観点と具体の評価規準

十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する具体の評価規準 A B C
観点 児童への手立て

読 む 能 力 雲に乗って空を旅しなが 雲に乗って空を旅しな うまく子どもたちの気

ら歌っているときの、子ど がら歌っているときの子 持ちを想像できなかった

もたちの高まっている気持 どもたちの気持ちを想像 り言葉で表せなかったり

ちを想像し、発表したりふ し、自分なりに考えてふ する児童には、ヒントと

き出しに書いたりしている き出しに書いている。 なる言葉を示すと共に、。

友だちの発表や板書を手例)｢空のうえはきもちいいなあ､た 例)「空のたびはとてもたのしい

がかりに考えればよいこのしくてうたをうたいたくなった なあ｡」「どこまでもいきたい

とを助言する。よ。」｢くじらさんいろいろなところ な｡」「けしきがいいなあ｡」｢い

につれていってくれてありがと ろいろなものがみえるなあ｡｣

う｡｣｢つぎはやまのむこうにいって ｢なんでもちいさくみえるなあ｡｣

みたいな｡｣

会話文や繰り返しの表現 会話文や繰り返しの表 会話文や繰り返しの表

に気を付けて、様子が表れ 現に気を付けて、はっき 現に気を付けることや、

るように声に出して読んで りとした声で読んでいる 友だちの読み方の上手な。

いる。 ところを参考にすること

を助言し、声に出して読

むようにさせる。
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（３）展開

段 学習活動 教師の関わり方

階 ○発問 ・期待する児童の反応 ・留意事項 ◎評価

見 １ 前時の学習を振り返る。 ・掲示を使い、前時までの子どもたち

通 とくじらの様子を確認する。

す ２ 学習課題を確認する。 ・会話文や、子どもたちとくじらぐも

くじらぐもにのって空のたびをしながら、子どもた の様子に気を付けて読めばよいことを

ちはどんなことをおもったでしょう。 確認する。

３ 読みの視点を確認し、学習の見通しをもつ。

分 子どもたちのいったこと、ようす

くじらぐものいったこと、ようす

深 ４ 本時の学習場面を音読する｡ ・課題解決の手がかりを得るために、

一斉に音読をさせる。

め ５ 学習課題を解決する。

（１）とび乗った直後の子どもたちとくじらぐもの様子

る を想像する。

○くじらぐもに乗った子どもたちはどんな気持ちなの ・挿絵を見るように話し､子どもたち

でしょう。 のいろいろな表情に気付かせる｡

・ふわふわしている ・すごく高い ・気持ちいい

○子どもたちを乗せたくじらはどんな気持ちなのでし ・くじらの言った言葉「さあ、およぐ

ょう。 ぞ」や「げんきいっぱいすすんでいき

･うれしい気持ち ･楽しいなあ ･元気な気持ち ました」の叙述に着目させる。

（２）周りや下界の景色を考えて空の旅に浸る｡ ・ あおいあおい空」の叙述に着目さ「

○空はどんな様子と書いてありますか。 せ、晴れわたった真っ青な空の中を進

・あおいあおい空 んでいることを確認する。

・空はどこまでもどこまでも続きます。

○下の方には、何が見えるのでしょう。 ・叙述から見える物を想像させる。

・海や波が見える。船が遠くのほうに見える。 ・ ～ほうへ」の叙述からいろいろな35 「

分 ・山や村が見える。畑が小さく見える。 場所へ向かったことを確認する。

・街が見える ビルや電車がおもちゃのように見える ・何がどんなふうに見えたかを想像さ。 。

せ、高いところを進んでいる様子に浸

らせる。

（３）歌を歌っている子どもたちの気持ちを想像する。 ・読みの視点を基に、子どもたちの様

○くじらぐもの上で子どもたちは何をしましたか。 子を見つけさせる。

「 」・子どもたちはうたをうたいました。 ・ 子どもたちはうたをうたいました

○子どもたちは歌いながらどんなことを思っているの の叙述から、楽しい気持ちが盛り上が

でしょう。 っていることを確認し、学習シートに

書かせる。

◎子どもたちの気持ちを想像して､ふ

きだしに書くことができたか｡

（学習シート､発言）
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ま ６ まとめの音読をする。 ･本時の学習場面を役割読みさせる。

と

め ◎会話文や繰り返しの表現に気を付け

る て、はっきりとした声にで読むことが

できたか。 （音読）

７ 本時を振り返る。 ･学習シートに自己評価を記入させる｡

５

分 ８ 次時の学習の確認をする｡

(４)板書計画
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